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戦争という混乱は否応なく様々なドラマを生みます。その多くは悲劇かもしれませんが、それゆえに絵

画・音楽・小説等の送り手たちの素材や動機となり、受け手もまた彼らの作品や生きざまに触れ、心を揺

さぶられます。一方、人々に感動を与えるからこそ、芸術は戦意高揚に加担することも忘れてはなりませ

ん。多様な表現者とその創作物を味わい、歴史に思いをはせ、平和とは何かを改めて考えてみてはいかが

でしょうか。そんなきっかけとなるようなウェブサイトを集めました。 

 

１．音楽                    

■ 歴史的音源（国立国会図書館デジタルコレクション） 

https://dl.ndl.go.jp/collections/A00024?pageNum=0 

国立国会図書館がデジタル化した歴史的な音源。軍歌をはじめ戦時下を反映した歌謡や政治家の演説、

講演など、様々なジャンルから検索できます。インターネット上で聴くことができるものも多数収録して

います。 

■ 戦後 70 年―平和を祈る―（東京音楽大学付属図書館展示） 

https://tokyo-ondai-lib.jp/exhibition/afterwar70/ 

2015年の展示お知らせページ。戦争と音楽にまつわるＣＤリストだけでなく、ＤＶＤや図書のリストも

作られています。 
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２．美術                    

■ 原爆の図（丸木美術館） 

https://marukigallery.jp/ 

絵本『ひろしまのピカ』でも知られる、原爆の被害を描き続けた画家の丸木位里・俊夫妻。その作品や

制作風景の画像を観ることができます。 

■ 絵で見る抑留・引揚げ（平和祈念展示資料館） 

https://www.heiwakinen.go.jp/about/child/picture/ 

戦後のシベリア強制抑留体験を、斎藤邦雄氏は「いろはかるた」にして表しました。また、大陸から日

本に戻ってきた体験を「あしたのジョー」のちばてつや氏ほか、多数のマンガ家がイラストにしていま

す。一部ウェブ上でも観られます。 

■ 戦争と平和への運動と創作（日本美術会） 

http://www.nihonbijyutukai.com/nichibi/syuppan/70nenshi/22/ 

日本美術会は、戦後まもなく創立された美術団体。独自の展覧会「日本アンデパンダン展」を開催して

います。本稿は会の活動について、戦争と美術の関わりという観点から述べられています。 

■ 戦争と美術（美術運動） 

https://www.artmovement.jp/%E5%AF%84%E7%A8%BF%E8%A8%98%E4%BA%8B/%E6%88%A6%E4%BA%89%E3%81%A8%E7%

BE%8E%E8%A1%93/ 

「美術運動」は、日本美術会の機関誌。「戦争と美術」をテーマに、様々な寄稿記事を読むことができ

ます。また、サイト内の「美術運動とは」の項目では、誌の創刊からの活動が、60年安保やベトナム戦争

と絡ませながら紹介されています。 

■ 戦争と美術 当館作品を観て思ったこと（岩手県立美術館） 

https://www.ima.or.jp/concept/from-staff/650-fs62.html 

戦争と美術という観点から、自館所蔵の作品について紹介しています。画像あり。 

■ 常設展「沖縄戦の図」（佐喜眞美術館） 

http://sakima.jp/?page_id=31 

自館で展示している、丸木位里・俊の「沖縄戦の図」を解説しています。画像あり。 

 

https://marukigallery.jp/
https://www.heiwakinen.go.jp/about/child/picture/
http://www.nihonbijyutukai.com/nichibi/syuppan/70nenshi/22/
https://www.artmovement.jp/%E5%AF%84%E7%A8%BF%E8%A8%98%E4%BA%8B/%E6%88%A6%E4%BA%89%E3%81%A8%E7%BE%8E%E8%A1%93/
https://www.artmovement.jp/%E5%AF%84%E7%A8%BF%E8%A8%98%E4%BA%8B/%E6%88%A6%E4%BA%89%E3%81%A8%E7%BE%8E%E8%A1%93/
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３．文芸                    

■ 「明治の戦争文学」黒島伝治（青空文庫） 

https://www.aozora.gr.jp/cards/000037/card45454.html 

「青空文庫」ウェブサイトでは、著作権の消滅した作品等を電子本として自由に読むことができます。

サイト内で「戦争文学」などと検索してみれば、さまざまな作家の戦争への態度をうかがい知ることがで

きるでしょう。本稿は、国木田独歩や田山花袋といった明治期の諸作家が取り上げられています。 

 

４．その他                   

■ マンガ「シベリアからの手紙」「遥かなる紅い夕陽」（平和祈念展示資料館） 

https://www.heiwakinen.go.jp/library/shiryokan-comic/ 

史実と体験者の証言をもとに作られたマンガを閲覧できます。前者は戦後の強制抑留、後者は満州から

の引揚げの様子が描かれます。 

■ まんが『子ども太平洋戦争物語』（総務省） 

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/daijinkanbou/sensai/virtual/comic/index.html 

総務省が委託事業として作成・配布したまんが冊子を閲覧できます。子どもの視点から戦下の様子を描

いています。 

■ 戦争証言アーカイブス（ＮＨＫ） 

https://www.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/ 

戦争体験者の証言動画を視聴できます。作家、俳優などさまざまな表現者が含まれます。 
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